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２．今申し入れに対する団体交渉は、２０２３年７月３１日までに開催すること。 

回答：具体的な提起があれば「労使間の取扱いに関する協約（令和３年１０月１日締結）」に則り取り扱うこととなる。 

 

組  合 会  社 

◆申７４号交渉においては早急に開催されたが、今回は時

間がかかったという認識である。 

◆窓口間の調整の結果である。期間内に開催できている。 
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１． JR 東日本輸送サービス労働組合大田運輸区分会執行委員長に対する８月１日付け東京営業統括センターへの異

動を撤回すること。 

回答：異動については、就業規則に則り取り扱うこととなる。 
 

組  合 会  社 

◆異動の撤回を求めているが、回答の認識が合わない。 

 

◆分会長であることを認識したうえで異動を行うことは

不利益扱いの不当労働行為である。判断に関して法令

 

 

◆人事異動一般論で語るものではない。労使問題となっ

ている。解決に向けて議論するべき。 

◆異動に際して配慮するべき事項ではないのか。 

 

て進めるべきである。申７４号交渉以降、再考された

◆事前通知は行ったという認識か。 

◆口頭での読み上げが通知になるのか。 

◆事前通知を読み上げる際、扉の前に副区長が立ちふさ

がる状況で行われた。許されることではない。首都圏

本部として指導するべき。 

◆労使議論での解決を目指したが、解決に至らない。議

論を軽視していると認識している。明らかな不利益扱

いであり今回の異動は容認できない。再度、再考し白

紙とすること。 

◆通知に基づく内容である。結論から言うと異動を撤回はし

ない。 

◆組合の行った調査に対し会社として否定はしない。コメン

トする立場ではない。実際にそう感じていることは受け止

期待しての正当な異動である。不利益扱いという認識はな

◆組合の活動に関しては会社としてコメントできない。活動

◆一般論だけでなく個人の話についても必要な範囲で踏み

込んで答えている。正当な異動である。 

◆異動に際して組合加入や役職を加味して考慮することは

ない。 

◆貴側の主張を認識したうえで任用の基準に基づいて考慮

 

◆その通りである。 

◆就業規則において文書等で通知を行うとある。 

◆問題があるとは考えていない。正当な取り扱いであると認

識している。様々な観点から管理者への指導・教育は行っ

ているところである。 

◆異動の撤回は行わない。 
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